


自己紹介
・愛知県豊川市で“内申点アップ請負⼈”後成塾の塾⻑を務める。

・⾼２⻑男、中２⻑⼥、⼩５次男の３⼈の⼦どもの⽗。

・昨年の６⽉、書籍を初出版。

『⾼校受験は「内申点アップ」が９割』（⻘春出版社）

現在４刷。１万部突破！





２冊目も発売されました！

『親子で実践！
高校受験
内申点を90日で
アップさせる本』



本日のテーマ

通知表の分析の仕方
・分析の⼤前提

・評価制度の正体を知ろう

・ケーススタディ



分析の大前提
なぜ私が「自律ノート®」を発想し、
“内申点アップ請負人”に成れたのか？

・中学時代と高校時代の“通知表の差”
・コンサルタント時代の“１万円事件”



中学時代と高校時代の“通知表の差”
■ 中学時代
・定期テストは５教科すべて７０～９０点
・授業は大真面目！（自習時間も大真面目）
・柔道部キャプテン（市内大会個人・団体優勝）

なのに…



■ 中学時代
国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 技術家庭 保健体育 合計

4 3 3 3 3 3 3 3 2 27

定期テストの点数は自分より下の子より
内申点が９も下に…。

内申点ボーダーライン27の公立高校へ。

中学時代と高校時代の“通知表の差”



■ 高校時代
・定期テストは学年順位５位以内
・授業は大真面目！（自習時間も大真面目）
・日本文化部 部長（書道部と将棋部の合併で）

中学時代と高校時代の“通知表の差”



■ 高校時代
現代文 古典 世界史 数学x 数学y 生物 英語リーダー 英語グラマー 音楽 保健体育 体育実技

10 10 10 9 8 10 8 9 10 10 2

現代文 古典 世界史 数学x 数学y 生物 英語リーダー 英語グラマー 音楽 保健体育 体育実技 評定平均

5 5 5 4 4 5 4 4 5 5 2 4.4

５段階評定に換算すると…

偏差値63程度の に

中学時代と高校時代の“通知表の差”



コンサルタント時代の“１万円事件”
・某国交省系財団法人主催のイベントの事務局リーダー
・無料セミナーから全国に支部のある某協会の事業へ
・無料セミナーからグローバル企業のコンサル契約へ

なのに…



ボーナス１万円

コンサルタント時代の“１万円事件”



分析の大前提
・中学時代と高校時代の“通知表の差”
・コンサルタント時代の“１万円事件”

義務教育と会社の評価は
かなり似ている！



分析の大前提
義務教育と会社の評価制度の
正体を知らなければ
負けっぱなしで
おもしろくない！



通知表の評価観点は？
■ 知識・技能

■ 思考・判断・表現

■ 主体的に学習に取り組む態度

Q & A  －先生方の質問にお答えしますー

Q l  1回の授業で，3つの観点全てを評価しなければならないのですか。
A. 学習評価ω ては山授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生力すこ

とに重点を置くことが重要です。したがって観点別学習状況の評価の記録に用いる評価については，毎
日の授業ではなく原則として単元や題材などの内容や時間のまとまりごとに，それぞれの実現状況を
把握できる段階で行うなど，その場面を精選することが重要です。

Q 2  「十分満足できる」状況（A）はどのように判断山よいのですか。
A. 各教科にお門「十分満足できる」状況（川断するの日価併に照川童生徒が実現

している学習の状況が質的な高まりや深まりをもっていると判断される場合です。「十分満足できるJ
状況（A）と判断できる児童生徒の姿は多様に想定されるので，学年会や教科部会等で情報を共有
することが重要です。

Q 3 指導要録の文章記述欄が多げな何時間を要している現状を解決できませんか。

Q 4  

A. 本来学習評価は正日常の指導 面で児童生徒本…
ともに，通知表や面談などの機会を通して，保護者との問でも評価に関する情報共有を充実させること
が重要です。このため，指導要録における文章記述繍については，例えば，「総合所見及び指導上参考
となる諸事項Jについては，要点を箇条書きとするなど，必要最小限のものとなるようにしました。また，
小学校第3学年及び第4学年における外国語活動については，記述欄を簡素化した上で，評価の観点
に即して，児童の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入することとしました。

評定以外の学習評価についても保護者の理解を得るには
どのようにすればよいのでしようか。

J主 保E童者説明会等
．諜題を明ら力、にする「観点別学習1犬況の評価」と，教育諜程全体を見渡した学習状況を把提することが可
能な「評定」について，それぞれの利点や，上級学校への入学者選抜に係る調査書のねらいや活用状況
を明らかにすることは，保護者との共通理解の下で児童生徒への指導を行っていくことにつながります。

Q 5 障害のある煙生徒の学習評価について，どのようなことに配慮すべきですか。

A. 学習評価に関す慰的な考え方は障害のある児童生徒の学習評価面にこついても変柿もの
ありません。このため，障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言または援助を活用
しつつ，個有の児童生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い，その評価を適切
に行うことが必要です。また，指導要録の通級による指導に関して記載すべき事項が個別の指導計画に
記載されている場合には，その写しをもって指導要録への記入に替えることも可能としました。

r司、戸司、 文部科学省
ノーノ 国立教育政策研究所
N IE 円 N alia n al  lnslilule  ta ,  E duc atio na l  Policγ柏田帥

令和元年6月
文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター
干100-8951 東京都千代田区慣が関3丁目2番2号 TEL 03-6733・6833（代表）

学習評価の
在り方
ハンドブック

q冨
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A. 学習評価に関す慰的な考え方は障害のある児童生徒の学習評価面にこついても変柿もの
ありません。このため，障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言または援助を活用
しつつ，個有の児童生徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い，その評価を適切
に行うことが必要です。また，指導要録の通級による指導に関して記載すべき事項が個別の指導計画に
記載されている場合には，その写しをもって指導要録への記入に替えることも可能としました。
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知識・技能
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思考・判断・表現
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主体的に学習に取り組む態度
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分析の大前提

出典『職場問題の処⽅箋』（https://fuluhuflu.net/）

https://fuluhuflu.net/


分析の大前提
定量評価と定性評価とは？
定量評価とは？

定性評価とは？
数値化されたデータを材料とし客観的評価を⾏うこと

数値では表現できない事象について主観的評価を下すこと



分析の大前提

出典『職場問題の処⽅箋』（https://fuluhuflu.net/）

https://fuluhuflu.net/


分析の大前提

出典『職場問題の処⽅箋』（https://fuluhuflu.net/）

https://fuluhuflu.net/


分析の大前提

出典『職場問題の処⽅箋』（https://fuluhuflu.net/）

https://fuluhuflu.net/


分析の大前提

内申点と人事考課は似ている！

定量評価と定性評価の
バランス



分析の大前提
定量評価と定性評価のバランス

数値化できない定性評価部分を
改善できれば、内申点は上がる！



■ 知識・技能

■ 思考・判断・表現

■ 主体的に学習に取り組む態度

分析の大前提
定量大 定性小

定性大定量小



主体的に学習に取り組む態度


����	�������

0Fƿ`gGE����u�`gȖǯýʤ�ɝRɘȼ�Ɍ&���s��2GE"V�Z:�x�$o�Ĺ��0F

Ň������_�fb�`gGE�Ìȶ3�șķ�´�$R� ���)��,���+�!��	1�	����

� �*3 �".�	1�	%& ēnÆÈH�(��A�JŸȌǷ��K?�S�
1�8ģɛąÔ²æü	ɐȀ+#�káiÑ8

ÍìǁkɱõÑú	ʏ�ƪ£#�
�*�ǒ¤
#I�C�AJ	�� �
�@7�ȇ�
I�C�AJ	ɮ ]8/��(�	��ŉ[
 �
�@78�� ƦS�@7p�K?
�*
��ɂY�>��

��
�
a
�

��

ĪǆƹɈʌŢ {Ě
ɍɄĎė�

ʻī��ŹŮɉʍţ {Į ʼƘƜƙƚƠƝƞƟ
���� ��
	��

L46 �çjě�����!Ȩv�ÞÐ�ʀ��0F$o� �46 � öĀĜ�LçjM�;)�xĊþ��

¡��Pº$�� ��3���ȩd���v�Ƭ!Ű��¿�½}Ǌ�;)�ʪƥǧ3�46�gȁ��:

�č��46�ȻȆ3�öĀ�ǖ:�č��ƐÂƗ}�ʕå���V�ÛØȞǘ�Ǜ�."�!&|,��

,�ʫ_�fb"Ȥɡ�Z�ʆȰ���'�Ǎȡù.�Ƶǩ�ôĆ�àŌş�0Ǭ � �ʧ���'�Ǻ�

¼ÂÀ$52��'���V�ʝ�46�Ȓj�÷)�ǟʢ�ɽł��V�×ï�Dd�ʔƻ�Õ'Ê|

�)ŀP�.x�!&|,��
Ĕ*>�Ē���Ǩʞ�êɞú�a²�]
�ğĠĞȲ��OøƧ�ʚƅ������ɠŚõ
>�y��iN�>��ƭNęġk/��(�ƇËĩ
Ą�+[ �ŗœI�COA�Jŵɩ£��¶ʬ
I�Cň�ËO��]/��(�	��
�
���ɭH���Ĩ

ĬǃǂƈɳŐ{į
ɎʺƲĎĘ�

ĤI�C�AJ	�� �
�@7� � - ��$ �0(�	1�	%'

L�û � Îí � 52M����û!Du�ÞÐ����0F$o�L�� � ƾȧ � 52M�;)�´Ċþ

��¡��ńº$����3�ʁ�Dd���u���¿�½}ƌ�Ŷ�&Ŕ�ʈćžÄƒ� Ó��Ȏ�

�5�¼Ɩ�Ƒ�`ɥ�;¥�ʃǐ)��Ǖ�ǀ��52.�×ïŨòÒ�Õ'Êƀ�'�sƁ&�

ʡż�Á� ÓÀƊƓƋ�ò÷��'ő��ª��Dd�ÛØ��P�"�!&Ƃ,R�

Ņ*�K?�ʭŘ�(���ë�n���ɯƆ>�pİƉȄŕ+yÍì
�y��ũŊ(��Ąë�ɜąÔwæü
��Ȃ�«�ɨwS�1�������kêǳ�(��ĈYȪ	���ȗǰ
�*��ɃY�ƃ³
m

�/�	�,�2#������4��
 � � �

/��a�eð	Ȕȝ+ď(��ĈYȫ�S�1ʂ�ʘʄ
��«�ȊáH�@ʣ�*�
mK?�Ǽ#§1�8
Ƴɢɒǽ�/��ɑɸ�eð	ǣ�ʐ�*�ļ¢�[ �ɕǗ�Ǳǡ	+#�ʮ/��iN	ɻʑŋ#�Ă+�§#�
�
�78Ʃɫ��ǈư	ʒō1/��iN	øÚǅ
��7	ʯǉƱ¶ʥȳ�¬�ƶǪ�Ų�³��]ɾ¤#�
��¬ʰ
nÆÈH �ÚĂHɇ�aw��ɵɊp��țȹȟǙ	ǜ�Ƣď���K?¢�[ +1�Oņ��ʖɴ
m

ÿ
ó
Ï
Ù
�
e
ñ
°
ā
É
Ū
¨
�
Š

����)��,���+�!��	1�	%&
��3���DɆ���v�Ǝ� ¾�ÄÁ� ¾.�;¥�ɼć�ȜȺƣ��ɺ��Ü�Z��Ò0ǭ�Đ

_ɣfb�Z�ɬǲ���əƨ��.�GE��Ü"����:ʟ��ȍ��ȴȦ�	ś���ɔ)

�P��ª"�!&Ƅ,��s�ʠʱǎ�ù.�ôĆ�àŎ�Đ_�fb��ʓ�ɀʜ��Ç�Ç�ƮȈ

�ǇÌū�å��"&��46 � ȓjı���� � Îí � 52M�0F�GE�ʎ,!�ơ$�����:ȅý

"Ĳ',R�

�Ƥƫɖ®Ǥɪ®ǋƔɦźãÝ�ůʲ�ʛȃ � ȋȽ � ãÝ�ťǑŏʊȮŤŒĽ 

�����
	��������	�����
ǵȏĖlǶlȱĕlȭȥĉ�BɚÅǢc�Ǯʉ~ƽ� XɲƸ<-tǠČ\Țĸ=�^©ĳſ·�WʅɹqȑȕQ

Å�c�ƺ�~c�ăɟĉ~�ƴɤɓǾ%ǥhɿ^% Ƽ-�9W9ĝĢʳĥĵrUľèé<-ųQtʸr-\ǌŃʴ
ǝÃȬXT9�ʨǞǔʩ�©±ʵBh�^XTĴ�èé<- ǿȵĺ¹ʗɶ<-�ĿřǏc��%BhƷǫŬċß»µ
�9=ăʦUQ�đĭċß �âȾƛäǸ�%ɷɋXT9� TrU%ŷW¹Ŗʶ¸ƕ·ŁǦűĶU¦=âȿ»µŜ�Bh¯
�BȷzȢǴ%ɏɅ¯¸ŝ�±đȘȐ%ǚȣzɁîʙ ÖÃɧŻäǹ\�^¦=Ŧ�Ħ�ʋȯqȠŽ�ǻʇ<-Ŵ
Ə
 ƍ\ÖŞ��ħ=ĻWŧʷȉȸzɰǄČ%ƯǓq�îɗ Qtʹ

ÿ
ó
Ï
Ù
�
e
ñ
°
ā
É
ŭ
¨
�
š



定性評価部分の考え方の土台
■ 学校の先生（会社の上司）の考え方の土台（思想的背景）を知る！

学校の先生だけでなく、日本の会社のほとんどの人事考課（特に定性評価の際）も、
全く同じ考え方をしています！

日本の学校の先生（会社の上司）の思想的背景は

儒学の基本は五常の徳！
「仁（自分と人への深い愛）」「義（みんなのため）」「礼（礼儀や気遣い）」
「智（善悪の正しい判断）」「信（言行一致による信頼）」

儒学！



日本が儒学的風土を大切にしている証拠
２０２４年発行の新紙幣１万円の肖像

渋沢栄一
明治から昭和の初めにかけて、⽇本の
産業界をリードした実業家。
第⼀国⽴銀⾏（現みずほ銀⾏）や、王
⼦製紙（現王⼦ホールディングス）、
東京海上保険（現東京海上⽇動⽕災）、
帝国ホテルなど、多くの企業の設⽴に
関わった。
その数は500にも上り、「近代⽇本資本
主義の⽗」と呼ばれている。

代表著書

『論語と算盤』



分析の大前提



大まかな内申点アップ対策の指針
1 2 3 4 5

0〜20 主体的
主体的
知識・技能

知識・技能

21〜平均点 主体的
主体的
知識・技能

知識・技能

平均点〜80 主体的 主体的 思考・判断・表現

80〜89 主体的 思考・判断・表現
３観点の

レベルを維持

90〜100 主体的 思考・判断・表現
３観点の

レベルを維持



ケーススタディ
A

B

A

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

理
科

知識・技能

4

思考・判断・表現で「B」というのは、テストの応用問
題なのか、レポートの記載内容なのか・・・。
せっかくの記憶力を材料に、思考を進めてほしいという
先生の願いが見て取れます。

A

A

B

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

美
術

知識・技能

4

美術全般が、テストも含めて得意なようですね！（喉
から手が出るほど欲しい技能です）
美術が苦手な友達にコツを教えてあげたり、より上手
な子にアドバイスをもらったりすることを心がけてみ
ましょう。



ケーススタディ
B

C

C

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

国
語

知識・技能

2

見せ方を工夫しましょう。●●さん自身の見せ方の改善
が必要かもしれません。営業マン的に振る舞えないなら、
事務の職人として、徹底して美しい提出物を仕上げ、そ
のために授業も真剣に受けましょう。

B

C

B

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

英
語

知識・技能

3

今年度から教科書が変わり一気に難化しました。定期テ
ストで点数が取りづらいかもしれないので、小テストで
点数を稼ぎ、授業中の暗唱テストや会話の練習などをハキ
ハキとやってみましょう。



ケーススタディ
通知表には、定量評価だけでなく
定性評価部分についての

先生方の意図が込められています

出典『職場問題の処⽅箋』（https://fuluhuflu.net/）

でも
先⽣の意図なんて
全然読めない

んだけど…

https://fuluhuflu.net/


本日の結びに変えて
内申点アップは、定量評価と定性評価のバランスです。

点数が低い＋内申点が低い＝定性評価的な対策

点数が⾼い＋内申点が低い＝定性評価的な対策

点数が低い＋内申点が⾼い＝定量評価的な対策

点数が⾼い＋内申点が⾼い ＝ ⾃分との戦い

「定性評価を制する者は、内申点を制する」と⾔えます。



本日の結びに変えて
会社やお店というお給料をいただく場所で評価されたことのある⽅なら

定量評価的な部分のみを重視することの危険はわかるはずです。

だからこそ、定性評価的な観点の⼤切さを⼦どもたちに伝えてあげられるのは

私たち⼤⼈であり、より深い部分に関しては親御さんだけなのです。

定性評価的な部分を客観視できるツールである通知表のある⼦ども時代に

内申点を上げるというプロセスを通じて

⼈として⼤切なことを、どうか伝えてあげてください。



本日の結びに変えて
本⽇ご参加の皆さまと、後⽇動画視聴の皆さまに

■ お子さんの直近の通知表の分析
■今後の内申点アップの基本指針

をお伝えする60分の「内申点カウンセリング」を

塾生価格（通常11,000円→ 5,500円）
でご提供させていただきます。



本日の結びに変えて
お申込方法
本日の勉強会の
動画を配信させていただく
メールに記載の専用フォームに
必要事項をご入力ください。
後日、桂野より、ご希望日時などの
確認メールをお送りいたします。



次回の予定

７月３０日(土)
10:00～11:30



次回の予定

本日はご参加いただき
ありがとうございました。
後日、動画でも配信
させていただきます。


